
「Ｗeb 出願システム」改修にかかる情報提供依頼実施要領 

 

Ⅰ基本事項 

 

１．提供を依頼する情報 

  令和６年度入学者選抜より導入している「Ｗeb 出願システム」について、現行の入試

制度が令和７年度で終了し、令和８年度から新しい制度になるため、システム改修を行う

ための検討にあたって必要な情報。 

なお、奈良県立高等学校入学者選抜においては、令和６年度入試より県内の中学生から

の出願においては、紙の書類を一切廃止し、奈良スーパーアプリの出願手続き機能により

出願、中学校長による承認、必要書類の電子データ授受、受検票の発行、入学考査料の納

入、高校間の検査点の受渡、合否発表等を行っている。 

 

２．提出物 

  Ⅲに示すとおり 

 

３．提出期限 

  令和６年９月 24 日（火）17 時までに提出をお願いします。 

 

４．提出方法 

 ５．に定める提出先へ電子メール、または持参により提出してください。 

 

５．提出先・お問合せ先 

   奈良県教育委員会事務局高校教育課教育指導係 担当：莵原（うばら）、元根 

〒630-8501 奈良市登大路町 30 

    Tel:0742-27-9851（直通）  

e-mail:nyushi@office.pref.nara.lg.jp 

 

６．その他 

① 情報提供にかかる費用につきましては、各社にて負担いただきますようお願い 

します。 

② 本件情報提供依頼において掲げている新システム導入の基本条件は、実際にシス 

テムを調達する際の仕様・要件定義と内容が一致するものではありません。各位か

ら提供していただいた情報その他を総合的に勘案した上で、令和７年度６月頃に正

式な仕様書を提示して調達を行う予定としています。 

③   一部資料等については、セキュリティ面から Web サイトに公開していません。本情報



提供へ参加を検討いただいている事業者におかれましては、「５．提出先・お問合せ先」

に示す連絡先まで連絡をお願いします。別途提供する情報の取り扱いに関する誓約書を

提出いただき、これらについて提供させていただきます。 

④  提供された資料に関しては、返却しません。 

⑤  本 RFI に伴い、本県が提供する資料及び質問回答の内容は、第三者への開示及び他の

用途への流用を禁じます。 

  



Ⅱ「Ｗeb 出願システム」開発の基本条件 

 

概要 

・業務概要 

 （全体像等）出願に係る全ての手続き 

・システム化範囲は上記業務内容の全て 

 

１．現行業務について 

（現行の事務フロー）別展開参考資料 1参照 

 現行のＷeb出願システムにおいては、奈良スーパーアプリの出願手続き機能により出願、

中学校長による承認、必要書類の電子データ授受、受検票の発行、入学考査料の納入、高校

間の検査点の受渡、合否発表等を行っている。事務フローの詳細は別展開参考資料１のとお

りであるが、志願者、中学校職員、高校職員、県職員のそれぞれのＷeb 出願システムにお

ける事務内容は以下のとおり。 

 ※システム環境 

・志願者は、PC・スマートフォン・タブレットなどのブラウザ環境から、出願可能で 

あること。 

・職員は、職場のＰＣから生徒の情報を確認できること。（ＩＰアドレス制限もしくは 

 多要素認証でセキュリティを担保できること。） 

① 志願者 

・奈良スーパーアプリのアカウント作成 

・いいネットならアカウントのメールアドレス確認 

・選抜ごとに出願情報を入力（志願先の高等学校における学科（コース）は、第３

志望まで選択で選べる）し、一時保存して中学校長の承認を得る。 

 ※一般選抜においては、第１希望校、第２希望校の選択が可能 

・写真及び自己アピール文をアップロード 

（添付した書類は、中学校職員・高校職員・県職員も確認可能） 

・入学考査料を納入（銀行振込、PayPay、クレジットカード） 

・受検票を出力（受検票は中学校職員、高校職員、県職員も確認可能） 

・合否を確認 

 

② 中学校職員 

・各中学校職員が、中学校職員用画面にログイン 

・各中学校で、その中学校の生徒（過年度生含む）の出願情報を確認し、承認 

・生徒の出願情報詳細画面において、出願に必要な書類を添付 

（添付した書類は高校職員・県職員も確認可能） 



・生徒の添付した写真や自己アピール文を確認 

・生徒の出願情報を担任・学年主任等が確認し、中学校長が承認（中学校長の承認

をもって、出願） 

 ※担任・学年主任等、校長の確認作業中は、生徒は出願情報を編集できない。 

・受検票を出力（教員側からも受検票の出力が可能） 

・合否を確認 

③ 高校職員 

・各高校職員が、高校職員用画面にログイン 

・各高校で、その高校を志願する生徒の情報を確認 

（志願者の情報から、第１希望校、第２希望校、どちらで出願しているか分かる

ようにする。） 

・各高校で、志願者リストを出力 

・各高校で、志願者からの提出書類や出願者の所属中学校からの提出書類を確認 

 ※添付された書類は、複数生徒をまとめて一括でダウンロード可能とする。 

・各高校で、志願者の受検票、写真票を確認する（個別及び一括で印刷可能） 

・検査後、各選抜の検査点を入力 

（第１希望校・第２希望校での検査点の受渡や、一般選抜から二次募集への検査

点の受け渡しが可能） 

・合否を入力（第１希望校から第２希望校への合否結果が共有可能） 

 

④ 県職員 

・各県職員が、県職員用画面にログイン 

・各種統計情報（出願の各ステータスごとのレポート）確認 

 例：各高校の学科（コース）別出願者数（第 1志望、第 2志望、第 3 志望） 

   第 1希望、第２希望の出願者リスト 

   入学考査料未払い者リスト等 

・出願者詳細情報確認（受検票、添付ファイル等全て） 

 

２． システムへの要求 

・想定するシステム概要 

 ・入試の制度変更やユーザビリティの向上のための変更に対応できるものであること。 

・現行運用している中高連携システムサイト（奈良県域統合型校務支援システムの機能） 

に、受検番号一括登録ができるような志願者リストを提供できること。 

・システムを使用する対象は、中学生 7500 名、中学校職員 260 名（130 校で各校２名）、 

高校職員 90 名（45 校で各校２名）、県職員 10 名程度を想定。 

 



・システムに期待する主な機能 

 ① システム環境・機能 現行と同様 

② 令和８年度入試対応 以下の機能を実装できること。詳細は次ページの表のとおり。 

また、詳細な業務フローについては、別展開参考資料２参照。 

・特別選抜の各選抜に対応した出願および、教職員による書類の添付、合否確認 

(i) スポーツ・文化活動特別選抜 

スポーツ・文化活動推進校の指定部活動及び指定部門において、奈良県中学校

体育連盟主催の試合や、全国組織の団体（中央競技団体）及びその都道府県支部

が開催する公的な試合や発表会が実施されている部活動や部門であることを前

提とし、関係高等学校の意見を受けて、県教育委員会が認めた部活動や部門で実

施 

(ii)全国募集特別選抜 

ア 運動部活動に関する選抜 

山辺高等学校（馬術部、ライフル射撃部）、御所実業高等学校（ラグビー部）、

宇陀高等学校（自転車競技部）、王寺工業高等学校（ボクシング部）、十津川

高等学校（ボート部） 

イ 学科・コースに関する選抜 

御所実業高等学校薬品科学科、十津川高等学校 

(iii)中高連携教育推進特別選抜 

地域の中学校若しくはこれに準じる学校（以下「中学校」という。）や中等

教育学校前期課程（以下「中学校」に含める。）と連携を実施する進学教育推

進校において、関係高等学校の意見を受けて、県教育委員会が認めた高等学校

において実施 

・一次選抜（全ての全日制課程及び定時制課程において実施（青翔高等学校は除く）） 

における第 1希望校、第２希望校への出願、２段階の合否判定 

 また、以下の選抜も同時期に実施 

(iv)インクルーシブ教育推進特別選抜 

受検者の在籍中学校長及び当該市町村教育委員会と県教育委員会が十分な相

談のうえで決定した全日制課程の高等学校において実施 

(v)外国人・帰国生徒特別選抜 

国際高等学校（国際科）、法隆寺国際高等学校（総合英語科）、高取国際高等

学校（国際コミュニケーション科）において実施 

(vi)成人特別選抜 

定時制課程及び県教育委員会が指定する高等学校において実施 

  ・追検査、二次選抜、通信制課程選抜にも対応すること。 



・その他  クラウド上で利用できるシステムを想定する。  



Ⅲご提供いただく資料 

 

⒈ 貴社概要 

 

⒉ 提案可能サービスと体制、導入実績・導入規模 

 

⒊ 提案概要とその優位性 

（現行事務フロー・課題・改善施策に対する提案） 

・新サービス・システム概要説明 

・基本的な仕様（ＯＳ、開発言語、システム方式、DB等のミドルウェア、特徴等） 

・新システム構成図・ハードウェア構成図 

・新システム機能構成図、機能概要 

・システム機能要件・非機能要件（セキュリティ等） 

・システムのイメージ（画面・帳票サンプル） 

・システム運用スケジュール（年間） 

 

⒋ 概算見積書の提出 

本システムに要する費用の見積りを添付の「標準見積書様式」に従って作成し、提出し

てください。開発作業にかかる経費については、「（別紙）開発スケジュール様式」に従

って、作業項目ごとの開発スケジュールを作成し、添付してください。 

なお、見積りにあたり、詳細条件又は追加条件等が必要な場合は、貴社で条件を設定し、

それらを示したドキュメントを添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


